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ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
を
運
動
の
柱
に
！ 

 

　
労
福
協
会
員
の
み
な
さ
ん
、
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
ご
家
族
と
も
ど
も
、
良
い
新
年
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
、
お
喜

び
申
し
上
げ
ま
す
。 

　
労
福
協
は
、
会
員
組
織
お
よ
び
会
員
の
み
な
様
の
絶
大
な
ご
協
力

で
、
福
祉
募
金
活
動
や
生
活
・
福
祉
相
談
事
業
な
ど
を
通
じ
、
県
民

の
み
な
さ
ん
の
安
心
・
安
定
づ
く
り
に
大
き
な
貢
献
を
し
て
き
て
い

る
と
自
負
し
て
お
り
ま
す
。
加
え
て
、
今
取
り
組
ん
で
い
る
「
割
賦

販
売
法
改
正
」
に
向
け
た
取
り
組
み
は
、
一
昨
年
に
ご
協
力
い
た
だ

い
た
消
費
者
金
融
の
上
限
金
利
引
き
下
げ
の
運
動
の
様
に
、
世
論
を

巻
き
込
む
展
開
に
も
、
力
を
入
れ
て
き
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
様
に
、
「
労
福
協
運
動
も
、
だ
い
ぶ
幅
が
広
が
っ
て
き
た 

な
ぁ
ー
」
と
は
思
っ
て
い
ま
す
が
、
日
常
活
動
で
は
、
ま
だ
組
織
内

に
偏
っ
て
い
る
と
い
う
実
態
は
否
め
ま
せ
ん
。 

　
今
年
、
労
福
協
は
大
き
く
変
身
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
連
合
福

岡
と
共
同
で
、
6
月
ま
で
に
「
勤
労
者
の
暮
ら
し
に
か
か
わ
る
サ

ポ
ー
ト
事
業
」（
仮
称
。
通
称
・
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
）
を
開

始
す
る
事
で
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
連
合
福
岡
で
長
い
実
績
の
あ

る
労
働
相
談
セ
ン
タ
ー
を
核
に
、
市
民
生
活
に
か
か
わ
る
あ
ら
ゆ
る

相
談
事
（
福
祉
、
生
活
設
計
、
多
重
債
務
、
法
律
…
）
に
幅
を
広

げ
、
対
象
も
組
織
内
に
加
え
未
組
織
、
非
正
規
労
働
者
、
市
民
の

方
々
ま
で
と
考
え
て
い
ま
す
。 

　
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
は
、
人
・
物
・
金
を
ふ
ん
だ
ん
に
掛
け

て
や
れ
れ
ば
簡
単
な
事
で
す
が
、
我
々
の
運
動
は
、
そ
う
い
う
訳
に

は
ゆ
き
ま
せ
ん
。
が
、
幸
い
な
事
に
、
労
福
協
の
加
盟
組
織
（
連

合
・
労
金
・
全
労
済
・
生
協
連
）
に
は
、
生
活
全
般
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
体
制
と
ノ
ウ
ハ
ウ
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
（
O
B
の
方
々
に
協
力

願
う
な
ど
の
方
法
で
）
う
ま
く
活
用
す
る
事
で
、
か
な
り
の
事
が
出

来
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。
最
初
か
ら
合
格
点
を
取
る

の
は
難
し
い
と
は
思
い
ま
す
が
、
ま
ず
福
岡
地
区
か
ら
始
め
て
、
将

来
的
に
は
全
県
下
で
、
労
福
協
運
動
の
柱
に
育
て
て
ゆ
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
会
員
の
み
な
さ
ん
の
強
力
な
ご
支
援
を
お
願
い
し
て

お
き
ま
す
。 

　
こ
の
一
年
、
み
な
さ
ん
の
ご
健
勝
を
お
祈
り
致
し
ま
す
。 

撮影　伏下 隆一 

福
岡
県
労
働
者
福
祉
協
議
会
 

会
　

長
　
山 

口
　
正 

三 

（
連
合
福
岡
会
長
） 
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九州労働金庫福岡県本部 

謹んで新春のお慶びを 
申し上げます。 

謹んで新春のお慶びを 
申し上げます。 

謹んで新春のお慶びを 
申し上げます。 

本部長 
中村　太良 

全 労 済 福 岡 県 本 部  
理事長 

島村　幸利 

北九州総合労働会館  
理事長 

倉光　信吉 

福岡県生活協同組合連合会 
会長理事 

行岡みち子 

福岡県知事 
麻生　　渡 

　新年あけましておめでとうございます。労働者
福祉協議会の皆さまには、県政の発展と労働者福
祉の向上に多大なご尽力をいただいており、深く
感謝申し上げます。 
　経済は緩やかな拡大基調が続いており、これを
真に豊かな県民生活の実現につなげていかなけれ
ばなりません。雇用の大部分を担う中小企業がそ
の能力を十分発揮できるよう、融資制度の充実や
ITを活用した取引拡大など総合的な支援を行って
まいります。 
　また、正規雇用と非正規雇用の格差是正、若者

の修業支援、女性の再就職や母子家庭の就業支援など、誰もが希望を持
って働き、多様な就業形態を選択できる社会づくりを推進いたします。 
　従業員の仕事と子育ての両立を支援する取り組みを企業のトップに宣
言してもらう「子育て応援宣言企業」の登録も、今後3年間で3000社を
目指し、社会全体で子育てを応援する機運を醸成してまいります。 
　今後とも、安全で安心して暮らせる豊かな県民生活の実現を目指し、
全力を尽くしてまいりますので、ご協力をお願いします。 
　本年も、労働者福祉協議会がますます発展されますとともに、皆さま
にとって素晴らしい一年となりますよう心からお祈りいたします。 

　2008年の幕開けを心新たにお迎えのことと存
じます。本年が、皆さまにとってよい年となりま
すよう、ご祈念申し上げます。 
　直近のわが国経済について、内閣府の月例経済
報告は「景気は、このところ一部に弱さが見られ
るものの回復している。」また先行きについては「米
国経済や原油価格の動向が内外経済に与える影響
等には留意する必要があるものの、民間需要に支
えられた景気回復が続く。」と記しています。 
　一方、勤労者を取り巻く環境は、雇用情勢の一
部に改善は見られるものの、全体としては悪化傾

向にあると言っても過言ではありません。所得が伸び悩むなか、税金・
保険料などの公課負担は増大し、ここにきて物価も上昇に転じています。
このことは、あらゆる面で格差を招き社会問題として顕在化しています。 
　勤労者のメインバンクである“ろうきん”にあっては、こうした現状
に勤労者（会員）がおかれているだけに、その存在意義を再確認し、果
敢に負託に応える活動を展開していかなければならないと、役員一同、
決意しているところです。 
　これまでの労金運動へのご理解とご支援に感謝申し上げ、引き続きお
力添えをお願い申し上げ、年頭のご挨拶といたします。 

　あけましておめでとうございます。 
　新たな気持ちで希望に満ちた新年をお迎えのこ
ととおよろこび申し上げます。本年が、皆さまに
とって輝かしい年になりますよう、ご祈念申し上
げます。 
　おかげさまをもちまして、全労済は昨年9月創
立50周年を迎えることができました。これは一重
に「相互扶助」の理念のもと、全労済運動を支え
ていただいた、労働者福祉協議会加盟団体・会員
の方々の努力の賜物と感謝申し上げます。「たす

けあい、未来へつなぐNEXT50」を合言葉に、この先50年に向け「み
んあでたすけあい、豊かで安心できる社会づくり」を新しい全労済の理
念といたしました。 
　全労済福岡県本部は西日本事業本部管内において、協力団体数約900
団体・組合員数365千人を擁する最大の組織であります。本年も全労済
運動と事業にご理解・ご協力をいただきながら、その推進拡大に努めて
まいります。労働者福祉協議会の変わらぬご支援をたまわりますようお
願い申し上げます。 

　新年あけましておめでとうございます。 
　真鶴会館は勤労者の殿堂として昭和55年にオープン
し、28年を経過しました。 
　この間、会館の収支状況は財務内容が悪化するなど、
大幅な赤字体質が続く会館経営でありましたが、平成
11年からスタートした10年間の再建計画が着実に進
展し、財務内容は相当改善されました。しかしながら、真
鶴会館は公益法人の位置づけにあり、営利目的の経営は
できず、今後とも厳しい状態は続くものと思われます。 
　こうした中で、貸会議室・テナント・文化事業を行って
いますが、地域同業者との競争は熾烈ですが、今では労
働界よりも地域に密着した会館としてご利用頂いています。 

　会館は昨年、エレベーターのリニューアル工事等を中心に、設備の改善や防災
設備の総点検を行い、小倉北消防署の立ち入り検査を受け「特例認定」を頂きま
した。本年も引き続き老朽化している設備の安全・安心を第一に更新を行ってい
きます。 
　一方では、公益法人制度改革が本年12月からスタートしますが、真鶴会館も新
制度の施行にあわせて、その対応策を検討していきます。 
　このように、会館を取り巻く環境は厳しいものがありますが、理事会は役職員一
同と共に会館の発展に努力する所存であります。 
　本年も引き続きご協力を賜りますよう、お願い申し上げ新年のご挨拶と致します。 

　新年あけましておめでとうございます。 
　福岡県労働者福祉協議会のみなさまには、日ごろ
より「ふくし情報でんわ」の共同利用につきまして、
多大なご協力をいただいていることに感謝とお礼を
申し上げます。 
　福岡県生協連はこの一年間、食の安全を求めての
取り組み、消費者行政と政策の推進、大規模災害に
備えた取り組み等、重点的に進めてまいりました。 
　また、地球環境の急激な変化と相俟って熱波や竜
巻や大雨など予想を越えた天候異変は、日々、地球
の悲鳴として私たちに届いています。二十数年前に、
牛乳パックのリサイクルを呼びかけ、環境問題への

危機意識を呈示した頃は、地球は持続可能で且つパワフルな生命体であり、
何を心配することがあるのかと、殆ど顧みられることもない時代でした。 
　ところが、ここ数年の生活協同組合関係者からいただく全ての会議等祝
辞の冒頭は、天候変異に始まる地球環境の深刻な状況、ともなって人口・
食糧の問題、平和の問題、世界的な経済問題など、グローバルで且つ人類

の未来にまで亘る生活環境が、あらゆる場面で危機的状況であることにつ
いて、述べられています。このように、みなが共通して危機感を深め、認
識を新たにしていることに、私たちが置かれた事態の深刻さがあります。 
　その様な社会認識、将来認識が万国共通な状況の中で、今年度は生協法
の改正が公布されました。今回の生協法改正にはさまざまな意味があると
思いますが私は、改正の精神の中に生活協同組合による地域社会への貢献
が組み込まれていると理解しています。それは、安心できる地域作りへの
社会全体の期待が生活協同組合に寄せられていると言うことであり、私た
ち自身が、自らの社会的な役割を主体的に理解することでもあると思います。
我々生活協同組合は何者なのかを自らに問いつつ、地域で生活する広範な
組合員の主権を尊重しながら、原則的・民主的に機関運営を進めて行くこ
とが真に必要となると思います。そして、組合員のみの利益を守る狭義の
利益共同体から、生活者・市民として地域に貢献して行く地域共同体への
脱皮が問われて行くのだろうと思います。 
　新年の初めに、地域社会の一員として、暮らしと命を守る生活協同組合
として、さらに新たな決意を持って奮闘せねばならないと考えております。 
　今年も旧倍のご厚誼を賜りますようよろしくお願い申し上げます。 
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写真右から 

赤　　崇彦（編集委員）　西村　　智（編集委員） 

笹井　範男（事務局長）　上田　　生（編集委員） 

萩尾　幸子（職員） 

福岡地域労福協 福岡地域労福協 
〒８１２－００２５ 
福岡市博多区店屋町６番５号 小松ビル１階 
TEL ： ０９２－２８３－５２８０ 
FAX ： ０９２－２８３－５２５１ 
〔発足日〕’９６.２.２ 

江藤会長 梅事務局長 

筑紫・甘朝地域労福協 筑紫・甘朝地域労福協 
〒８１８－００７２ 
筑紫野市二日市中央１－８－２１ 
TEL ： ０９２－９１８－０８００ 
FAX ： ０９２－９１８－０８０５ 
〔発足日〕’９３.２.２０ 

平山会長 小森事務局長 

田中事務局長 

北筑後地域労福協 北筑後地域労福協 
〒８３０－００２１ 
久留米市篠山町３－１６８ 労働会館内 
TEL ： ０９４２－３１－２３８８ 
FAX ： ０９４２－３０－５６８３ 
〔発足日〕’９５.１２.４ 

藤田会長 小柳事務局長 

南筑後地域労福協 
〒８３６－０８４４ 
大牟田市浄真町１０１ 
TEL ： ０９４４－４３－５３７０ 
FAX ： ０９４４－４３－５３７０ 
〔発足日〕’９３.１２.３ 

松岡会長 本田事務局長 

北九州地域労福協 北九州地域労福協 
〒８０３－０８４４ 
北九州市小倉北区真鶴１－５－１５ 

真鶴会館内 
TEL ： ０９３－５８２－７１５０ 
FAX ： ０９３－５８２－７６３７ 
〔発足日〕’９３.９.３０ 

中村事務局長 

京築・田川地域労福協 京築・田川地域労福協 
〒８２４－００３１ 
行橋市西宮市３－１－１６ 周防ハイツ１０３ 
TEL ： ０９３０－２５－４０４０ 
FAX ： ０９３０－２５－４０６５ 
〔発足日〕’９６.２.２９ 

榎本会長 

遠賀川地域労福協 遠賀川地域労福協 
〒８２２－００１７ 
直方市殿町７－４８ 直方労働会館内 
TEL ： ０９４９－２５－０５０１ 
FAX ： ０９４９－２５－０５１０ 
〔発足日〕’９５.１１.２５ 

藤川会長 鎌田事務局長 

品川会長 

地域労働者福祉協議会 地域労働者福祉協議会 福岡県 福岡県 

新年あけまして 

おめでとうございます 

今年もご協力よろしく 

お願い申し上げます 

新年あけまして 

おめでとうございます 

今年もご協力よろしく 

お願い申し上げます 

人と暮らし・環境に優しい、福祉社会の実現、地域で事業推進と福祉向上に取り組みます。 

地域労働者福祉協議会 
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生活応援バンク 

北九州地域労福協／遠賀川地域労福協／福岡地域労福協／北筑後地域労福協／南筑後地域労福協／筑紫・甘朝地域労福協 
京築・田川地域労福協／連合福岡／九州労働金庫福岡県本部／全労済／生協連／真鶴会館 

福岡県労福協 ホームページ 

本年も九州ろうきんを 
宜しくお願い申し上げます。 

九州労働金庫 
福岡県本部 

本 部 長  

中　村　太　良 

役 職 員 一 同  

これからも助け合いの 
輪をひろげ、社会貢献と 
社会的責任を果たせるよう 
日々の鍛錬と努力を 
続けて参ります。 

（福岡県労働者共済生活協同組合） 

全労済福岡県本部 

保障のことなら 

■お問い合わせはお問い合わせは ■お問い合わせは 
〒810-8611 
福岡市中央区舞鶴１－１－７福岡市中央区舞鶴１－１－７ 
（全労済モルティ天神ビル）（全労済モルティ天神ビル） 

 

〒810-8611 
福岡市中央区舞鶴１－１－７ 
（全労済モルティ天神ビル） 

 

7907W016

〒８１０－８５０９ 
福岡市中央区大手門３－３－３ 

http://kyusyu .rokin.or.jp/
http : //www.zenrosai.coop/全国労働者共済生活協同組合連合会 

理 事 長  

副理事長 

副理事長

副理事長 

専務理事 

島 村 　 幸 利  

砂 川 由 弘  

品 川 浩 二  

鳥 越 　 達 彦  

湯 浅 義 信  

セーフティネット セーフティネット 

2． 但し、着手金、弁護士報酬金、その他必要経費は、個人負担となります。 
3． 相談窓口は、県・地域労福協および、九州労働金庫福岡県本部・各支店で受け付けます。 

1. 相談対象範囲 

ろうきん会員（労働組合）・組合員（家族含む） 労福協会員及びその構成員（家族含む） 

①② 

① 

連携 

② ① 

①② 

　② 

担 当 「 弁 護 士 」 

ろ　う　き　ん 県・地域労福協 

① 労福協の会員及びその構成員（家族含む） 
② 《ろうきん》の会員（労働組合）・組合員（家族含む） 

全労済は、営利を目的としない保障の生協として共済事業を営み、組合員の皆さまの安心とゆとりある暮らしをめざしています。すでに組合
員は全国で1,390万人。出資金をお支払いいただいて各都道府県生協の組合員になれば、各種共済をご利用いただけます。 


